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近年,バイオ技術と工学とは,その接点を飛躍的に拡大しつつあ

る.いわゆるバイオテクノロジーや医用計測に代表されるような,

従来の生物及び医療関連技術は,主として分子生物学などのサイエ

ンスや放射線医学などの臨床応用を基礎として発展してきた。これ

に対して近年では,人工的な工学システムを対象としてきた工学技

術をバイオ関連の問題に応用しようとする試みが具体化されはじ

めている。東京大学生産技術研究所においても,図 1に示すよう

にバイオミメテイックなアプローチによる物質合成やバイオハイ

ブリッド組織構築に関する研究,さらにはマイクロマシン技術,デ

バイス技術,計算流体力学などのバイオ分野への応用を目指した研

究テーマが他に先駆けて立ち上がりつつある。こうした現状をふま

え,工学の総合研究所としてのポテンシャルを活かし,バイオ技術

と工学との接点を広く探ることを目的として,1999年度より「工

学とバイオ研究グループ」(代表 :渡辺正教授)が発足した。研究グ

ループのメンバーは2001年2月現在で,教授7名,助教授9名,講

師 1名の総勢 17名となっており,既にバイオ関連分野の研究を行

っているか,も しくは現在の研究テ=マ の将来展開としてバイオ関

連分野に興味を持つ教官によって構成されている.

グループ研究としての基本的な考え方は,図 1に示すような研

究マップに基づき,生 体における構成要素の形状と機能との関係

を明らかにした上で,そ れにとどまらずに,こ れをいかに利用す

るかを念頭においたものである。すなわち,生 体における形状と

機能について,そ のセンシング及びアナリシスにとどまらず,シ

ンセシスのレベルにまでふみこむことによって,バ イオ技術と工

学がより密接に関係する新分野の開拓が期待できる。また,グ ル

ープとしての研究プロジェクトを考えるだけでなく,工 学研究の

バイオ分野への積極的な展開を指向する 「研究マインド」を広く

普及するための一種の研究ムーブメントとしての活動についても

検討を進めている.

本特集号は,工学とバイオ研究グループの中で現在行われている

バイオ分野に関連する研究の一端を,それぞれ解説したものであ

る。本研究グループに対して,よ り多くの方々に興味を持っていた

だき,議論に参加いただく契機となれば幸いである。

図 1 工 学とバイオ研究グループ研究マップ。
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